
女川原子力発電所２号機の
使用済燃料乾式貯蔵施設について

女川原子力発電所２号機の使用済燃料について
発電所から搬出するまでの間、一時的に貯蔵する施設として
使用済燃料乾式貯蔵施設を設置することといたしました。

2024年５⽉撮影



◆⼥川2号機の使⽤済燃料の貯蔵⽅法は︖

原子炉建屋 使⽤済燃料プール

原子炉

 女川２号機の原子炉には
５６０体の燃料集合体
が装荷されます。

◆使⽤済燃料乾式貯蔵施設を新たに設置する目的は︖
⼥川2号機の再稼働に伴い、使⽤済燃料プールの容量が、今後4年程度で管理容量※に
達するため、使⽤済燃料を発電所から搬出するまでの間、⼀時的に貯蔵する施設として、
⽔や電気を使⽤せず、空気の⾃然対流で冷却する「乾式貯蔵」の施設を設置するものです。

【⼥川２号機使⽤済燃料プールの貯蔵状況（単位︓体）】

※ 管理容量1,680体は、貯蔵容量
2,240体から、原子炉に装荷される
燃料560体を差し引いた容量

貯蔵容量 管理容量※(A) 貯蔵量(B) 空き容量(A-B)
2,240 1,680 1,335 345

⽇本原子⼒発電（株）東海第⼆発電所
（出典︓⽇本原子⼒発電㈱）

参 考

◆国内の使⽤済燃料乾式貯蔵施設について
 国内の原子⼒発電所では、茨城県の東海第⼆発電所

において、既に使⽤済燃料の乾式貯蔵が⾏われています。
 また、愛媛県の伊⽅発電所や佐賀県の玄海原子⼒

発電所などにおいても、使⽤済燃料乾式貯蔵施設の
計画が進められています。

（2024年９⽉末現在）

発電で⼀定期間使⽤した燃料（燃料集合体）を、使⽤済燃料として、原子炉建屋
の「使⽤済燃料プール」に移し、⽔を循環させながら冷却し、安全に貯蔵しています。
（湿式貯蔵）
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◆使⽤済燃料乾式貯蔵施設とは︖
今回設置する乾式貯蔵施設は、⼥川2号機の使⽤済燃料プールで⼗分に冷却された
使⽤済燃料を、「乾式貯蔵容器」と呼ばれる⾦属製の丈夫な容器に収納し、発電所
敷地内の高台に設置する「乾式貯蔵建屋」で貯蔵する施設です。
乾式貯蔵施設では、⽔や電気を使⽤せず、空気の⾃然対流で冷却することから、安全性
に優れています。

【乾式貯蔵施設の設置位置】

海 側

設置位置

石巻市 ⼥川町

⼥川２号機
原子炉建屋

山 側

２棟目
１棟目

 乾式貯蔵建屋の１棟目
を海抜38ｍ、２棟目を
海抜36ｍの発電所敷地
高台に設置します。

冷たい空気
暖かい空気

≪空気の流れ≫

【乾式貯蔵建屋（イメージ図）】

・空気の⾃然対流により冷却する施設。【１棟目】 排気口

乾式貯蔵容器

空気
取入口

⼥川２号機
原子炉建屋

山 側
【２棟目】 排気口

空気
取入口 乾式貯蔵容器

 乾式貯蔵建屋は、鉄筋
コンクリート構造とする
ことで、施設の敷地
周辺における放射線量
の低減をはかります。

１棟目 ２棟目

構 造 鉄筋コンクリート構造
(約40ｍ×約20ｍ・高さ:約10ｍ)

鉄筋コンクリート構造
(約40ｍ×約30ｍ・高さ:約10ｍ)

設置場所 海抜38ｍ 海抜36ｍ

貯蔵容器 最大8基 最大12基

工事着工 2026年5⽉ 2030年8⽉
運⽤開始 2028年3⽉ 2032年6⽉



◆使⽤済燃料を収納する「乾式貯蔵容器」とは︖
⼥川２号機の使⽤済燃料を収納する「乾式貯蔵容器」は、円筒形の⾦属製容器で、
地震や⻯巻などの⾃然現象で乾式貯蔵建屋に損傷が生じた場合においても、安全機能
を維持できる設計としています。
また、この乾式貯蔵容器は、使⽤済燃料を発電所から搬出する際も、輸送船専⽤の
容器に詰め替えることなく使⽤することができる「輸送・貯蔵兼⽤」となっています。

【乾式貯蔵容器（イメージ図）】

仕様（１基あたり）

寸法 ［全⻑］約5.4ｍ
［外径］約2.5ｍ

重さ 約119ｔ
（使⽤済燃料を収納した状態）

体数 使⽤済燃料69体を収納

 乾式貯蔵容器は、使用済燃料を安全に
貯蔵するため、「閉じ込め」「遮へい」
「臨界防止」「除熱」の４つの安全機能
を備えています。

 乾式貯蔵容器には、使用済燃料プールで
１８年以上にわたって、十分に冷やされた
使用済燃料を収納します。

＜閉じ込め機能＞
⼆重のふた

＜遮へい機能＞
放射線遮へい材

＜臨界防⽌機能＞
仕切り板

＜除熱機能＞
伝熱フィン

４つの安全機能

閉じ込め機能 ⼆重のふたで密閉し、放射性物質の外部への漏えいを防⽌
します。

遮へい機能 使⽤済燃料から放出される放射線を、遮へい材により低減
させます。

臨界防⽌機能 仕切り板により、収納する使⽤済燃料同⼠の間隔をとる
ことで、臨界（核分裂の連鎖反応）を防⽌します。

除熱機能 使⽤済燃料から発生する熱を、伝熱フィン（⾦属の板）を
通して容器表⾯に伝え、空気の⾃然対流で冷却します。



皆さまからのご質問にお答えします

Ｑ．地震や津波対策はどうなっているの？
Ａ．使用済燃料を収納する「乾式貯蔵容器」は、金属製の丈夫な容器であり、

地震時においても4つの安全機能（閉じ込め、遮へい、臨界防止、除熱）が
維持できる設計となっています。
また、「乾式貯蔵建屋」は、発電所で想定される津波高さ23.1ｍに対して、津

波の影響を受けない海抜38ｍ（1棟目）および36m（2棟目）の敷地高台に設
置するものです。

Ｑ．乾式貯蔵施設の放射線管理はどのように行うの？
Ａ．使用済燃料を収納する「乾式貯蔵容器」には、放射線による環境への影響

を低減するため、放射線を遮る効果のある遮へい材を備えています。
また、乾式貯蔵容器を貯蔵・管理する「乾式貯蔵建屋」は、放射線を遮る効果

のある鉄筋コンクリート構造を採用しています。
このほか、女川原子力発電所では、敷地周辺の環境中の放射線量を6台の

モニタリングポストで測定しリアルタイムで監視しており、乾式貯蔵施設
設置後も、発電所における放射線管理をしっかり行うこととしています。

Ｑ．使用済燃料はこのまま発電所で保管しておくの？
Ａ．女川原子力発電所の使用済燃料は、発電所の使用済燃料プールおよび

今回設置予定の乾式貯蔵施設で安全に管理していくとともに、再処理事業者
に搬出し、再処理を行うこととしています。

Ｑ．乾式貯蔵施設には、何年分の使用済燃料を貯蔵できるの？
Ａ．乾式貯蔵建屋には、2棟合計で20基の乾式貯蔵容器を貯蔵できます。

乾式貯蔵容器には１基あたり69体の使用済燃料が収納でき、20基合計の
収納数は1,380体となります。
20基分の使用済燃料の収納体数から貯蔵可能年数を算出した場合、乾式貯
蔵施設運用開始後から10年以上は貯蔵が可能であると評価しています。

当社といたしましては、地域の皆さまからご理解をいただけるよう、乾式貯蔵
施設の設置について、分かりやすく丁寧なご説明と情報発信に努めてまいります。


